
県営住宅佐鳴湖団地 防災体験訓練の実施について 

 住宅公社では、県営佐鳴湖団地（浜松市中区）の自治会との共催による「防

災体験訓練」を当該団地内で実施しました。 

 

１ 開催日時 令和 5年 11月 26日（日） 午前 9：00～11時 30分 

２ 佐鳴湖団地の概要               （令和５年４月１日現在） 

管理戸数 入居人数 外国人数（率） 

912戸 1,026人 
245人（23.9％） 

（内 74％がﾌﾞﾗｼﾞﾙ・ﾍﾟﾙｰ国籍） 

３ 参加人数 75人 

（内外国人数 20人 団地外人数不明（佐鳴台中学校教頭が視察）） 

４ 内 容  公社職員８人（内通訳３人）参加 

訓練項目 内容 

9：00（地震発生） 

放送によるアナウ

ンス 

 （日本語・ポルト

ガル語） 

 

9:30～11：30 

班別に分かれて

訓練開始 

（室内） 

・ＤＶＤ（高層住

宅火災）視聴 

・ＡＥＤ、三角巾

訓練 

・アルファ米炊

き出し 

(室外) 

・消火器放水訓

練 

 ・起震車体験 

 

  

公社通訳による 

訓練開始のアナウンス 

 
 

 
 

 

黄色「たすき」をベランダに 

縛り無事であることを知らせる 

↑ＡＥＤ訓練の様子 ↑三角巾訓練に参加する外国人 

↑消火器訓練の様子 ↑参加者のほとんどが起震車を体験 



 

 ※県防災アプ

リ案内 

  浜松市１１

９救急ガイド 

  配布 

５ 総 評 

 団地自治会による近隣自治会や学校への呼びかけ及び公社通訳からの外国人

住民への声かけ、 

公社による消防との開催調整、起震車の手配により例年以上の参加者となっ

た。 

（外国人入居者からの声）：様々な体験が参考になった。楽しみながら学ぶこ

とができた。 

（団地自治会からの声） ：公社の協力で例年以上の内容、参加者となった。

防災訓練として大成功だと捉えている。 

 

 


